
公立甲賀病院紀要投稿規定

1．本誌は、公立甲賀病院の業績と職員およびその

　関係者の研究業績等を掲載する機関誌です。

2．本誌に掲載する内容は次の通りです。

　（1）研究論文（総説、原著論文、症例報告等。た

　だし他誌に発表されていない論文に限ります。

　　なお学会、研究会での発表はこの限りではあり

　　ません）

　（2）研究業績（他誌投稿論文、学会および研究会

　　発表等）

　（3）講演会、研究会等の学術活動の業績

　（4）病院・臨床統計、部署別統計、委員会報告など

　（5）視察、研修講習会等の報告

　（6）院内学術活動

　（7）その他学術部が適当と認めたもの

3．原稿は次の要領で書いてください。

　　原稿提出時には電子媒体も必ず一緒に提出して

　　ください。

　（1）研究論文（原著）

　　和文で記載してください。記載に当たっては、

　　後述の論文執筆規定を参照してください。

　（2）研究業績

　　　他誌への投稿論文、学会および研究会発表等

　　の業績を収載します。演題名、所属、氏名（共

　　著者名を含む）、雑誌名あるいは学会研究会名、

　　年月を発表年月日順に別紙に記入してくださ

　　い。

　（3）学術活動の業績

　　　講i演会、研究会の主催あるいは座長等、その

　　他の学術活動の業績を収載します。演題名、演

　　者、講演会名あるいは研究会名、年月を発表年

　　月日順に別紙に記入してください。

　（4）視察、研修講習会等の報告

　　A4判（横書き）、パソコンを使用してくださ

　　い。表題、所属、氏名を明記し、本文を書いて

　　ください。写真、図表は1点につき400字と数

　　えます。文字数に特に制限はありませんが、9，600

　　字を越えるときは学術部の了承を得てくださ

　　い0

4．研究論文（原著）執筆規定

　　A4判（横書き）、パソコンを使用し、本文・

　　抄録・文献・図表の合計は総説、原著論文など

　　は12，000字、症例報告は8，000字以内でお願い

　　します。図表は1点につき400字と数え、組写

　　真はバラして数えます（例：図1a，　b，　cは1200

　　字）。

　投稿論文は電子媒体等と原稿1部（図表のコ

ピーも含む）を提出してください。

　なお、著者には別刷を20部無料で贈呈します。

研究論文（原著）の様式

［表紙］

　　原稿1枚に表題、所属、著者名、Keywordsを

　お書きください。

　（1）表題：簡潔、的確なものとし、略語はなるべ

　　　く用いないでください。

　（2）所属：内科、外科、看護部、薬剤部等

　（3）著者名：共同著者名も含めてください。

　（4）Keywords：3個とし、和英併記してください。

　　　（できるだけlndex　Medicus等で用いられて

　　　いる用語を使ってください）

［抄録］

　　和文抄録を300字以内で記述してください。こ

　れだけで論文の内容が分かるように、目的、対象、

　方法、結果、結語を要約してください。なお、和

　文抄録は規定原稿枚数に含みます。

［本文］

　（1）口語体、新仮名使い、常用漢字を基準とします。

　（2）外国語はできる限り和訳し、和訳できない外

　　　国語、人名のみ外国語綴りとします。本文中

　　　の略語は初出時に正式名を記し、（）内に

　　　記入した後に使用する。度量衡の単位はCGS

　　　を、年号は西暦を、数字は算用数字を用いて

　　　ください。学術用語は医学用語辞典（日本医

　　　学会編）および各学会用語集に従ってくださ

　　　いo

　（3）論文の最後に、その概要がわかる〔まとめ〕

　　　をつけてください。

［図（写真・シェーマ）・表］

　（1）図・表は1図1枚、1表1枚でまとめ、タイ

　　　トルと説明を入れてください。

　（2）写真は紙焼き（白黒、手札程度）とし、A4

　　　判の白地の台紙（原稿用紙）を使用してくだ

　　　さい。

　（3）カラー写真については学術部が論文の内容か

　　　ら必要と判断した場合のみ掲載します。

［文献］

　（1）原則として引用文献で、必要なもののみとし

　　　ます。

　（2）記載は出拠順に、1）2）3）式とします。本

　　　文の引用箇所に文献番号をつけてください。
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　（3）文献の著者は3名まで併記してください。そ

　　　れ以上の場合は、ほか（日本語文献）、et　al．（外

　　　国語文献）とします。

　（4）頁は、はじめの頁～おわりの頁、発行年月は

　　　西暦とします。

◆和文雑誌の場合一著者名：論文名、雑誌名、巻数：

　項、発行年。

　例）；1）若野紘一、平林洌、丸山徹雄・ほか：脊

　髄腫瘍の検討一自家181例を中心に一、臨整外、
　16　（2）　：104－111，1981

◆欧文雑誌の場合一雑誌名はIndex　Medicusの省略

　法に準拠し、論文題名の文題のみ大文字、その他

　は和文雑誌と同じです。

　例）；2）Sonneland　PRL，Scheithauer　BW，Onofrio

　BM，：Myxopapillary　ependymoma；aclinicopatho

　logic　and　immunocytochernical　study　of　77　cases．

　Cancer　56：883－893，1985．

◆行本（和、欧とも）の場合一著者名：書名（欧文

　文頭は大文字）、編集者名、発行社名、発行地名、

　版数、巻数、項、発行年。

　例）；3）林浩一郎：整形外科外来診療、小野村敏

　信ほか編、南江堂、東京、618－622項、1995．

［英文抄録］

　　原則として、和文抄録と同じ内容の英文抄録を

　つけてください。A4版で行間ダブルスペース、

　英単語250語以内で書いてください。なお、題名、

　所属、著者名はこの単語数には数えないものとし

　ます。また、英文抄録は規定原稿枚数には含みま

　せん。

「症例報告を含む医学論文及び学会研究会発表における患者プライバシー保護に関する指針」＊

　医療を実施するに際して患者のプライバシー保護は医療者に求められる重要な責務である。一方、医学研究

において症例報告は医学・医療の進歩に貢献してきており、国民の健康、福祉の向上に重要な役割を果たして

いる。医学論文あるいは学会・研究会において発表される症例報告では、特定の患者の疾患や治療内容に関す

る情報が記載されることが多い。その際、プライバシー保護に配慮し、患者が特定されないよう留意しなけれ

ばならない。

　以下は、症例報告を含む医学論文・学会研究会における学術発表においての患者プライバシー保護に関する

指針である。

1）患者個人の特定可能な氏名、入院番号、イニシャルまたは「呼び名」は記載しない。

2）患者の住所は記載しない。ただし、疾患の発生場所が病態等に関与する場合は区域までに限定して記載す

　　ることを可とする。（神奈川県、横浜市など）。

3）日付は、臨床経過を知る上で必要となることが多いので、個人が特定できないと判断される場合は年月ま

　　でを記載して良い。

4）他の情報と診療科名を照合することにより患者が特定され得る場合、診療科名は記載しない。

5）既に他院などで診断・治療を受けている場合、その施設名ならびに所在地を記載しない。ただし、救急医

　　療などで搬送元の記載が不可欠の場合はこの限りではない。

6）顔写真を提示する際には目を隠す。眼疾患の場合は、顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真とする。

7）症例を特定できる生検、剖検、画像情報に含まれる番号などは削除する。

8）以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は、発表に関する同意を患者自身（または遺族

　　か代理人、小児では保護者）から得るか、倫理委員会の承認を得る。

9）遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報告では、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」

　　（文部科学省、厚生労働省及び経済産業省）（平成13年3月29日）による規定を遵守する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年9月12日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公立甲賀病院医学研究・医療行為倫理委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公立甲賀病院雑誌編集委員会

＊外科関連学会協議会加盟学会の基準を参考にしました。
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